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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Strengths use as a secret of happiness: Another dimension of visually impaired 
     individuals' psychological state 
     （幸福感の秘訣としての強み活用：視覚障害者のもう一つの心理的側面） 
 
 
 本研究では、職業訓練校に通学する視覚障害者の主観的幸福感に最も相関のある因子
を検討した。主観的幸福感に影響を及ぼす因子となり得る矯正視力、障害等級、視覚障
害歴や背景情報、強み活用感のデータを収集し、研究を実施した結果、主観的幸福感と
視覚障害に関する項目やその他の項目との相関は確認されず、強み活用感のみが主観的
幸福感およびポジティブ感情に有意の相関がみられた。 
 審査では、視覚障害者の主観的幸福感に視覚障害の先天性、後天性の影響はないのか
と質問された。背景情報として聴取したが、主観的幸福感とは相関が確認できなかった
と回答された。研究対象者全員が施設利用者であるため、視覚障害者でも既に前向きな
人が多いのではないかと質問された。視覚障害者の全人口を考慮するとその通りである
が、その集団内においても強み活用感と主観的幸福感に顕著な相関があったことが本研
究の価値であると回答された。視覚障害者の主観的幸福感にソーシャルサポートの影響
が大きい可能性があり、ソーシャルサポートを享受していない視覚障害者のデータを収
集することはできないのかと質問された。研究計画の際に試みたが、ソーシャルサポー
トを受けていない視覚障害者の募集が困難であり、研究対象者が支援団体を利用する方
に限定されたと回答された。強み活用感尺度は置かれた環境によって変動するのかと質
問された。既報はないが、強みは文脈上（contextual）に存在するものと考えられてお
り、環境によって変動する可能性が高いと回答された。本研究では、環境調整として、
日常生活のサポートの有無、同居人の有無、雇用状況、慢性疾患、学歴を背景情報とし
て収集し、検討したと回答された。強みを活用する前に、まず自分自身の強みを認識す
ることが必要であるが、どのように強みを認識するのかと質問された。ポジティブサイ
コロジーの領域で学術的に分類された24種の徳性の強みがあり、過去、何かに没頭した
経験や素早く習得したこと等を念頭に、24種の強みのリストから選択していく「ストレ
ングス・スポッティング」という手法があると回答された。強みを活かしている人の方
がより幸福であることは健常者でも同様であると予測されるため、他の集団と比較する
ことで視覚障害者特有の強みが明確になるのではないかという助言を受けた。今後の展
望や方向性について質問された。強みを特定し、活用する介入方法を開発し、眼科医に
教育することで、眼科医療では行き届かない患者に対する包括的なケアができる可能性
があると回答された。 
 以上、本研究は研究対象者が限定されたため、視覚障害者全体を反映した研究ではな
いという限界を残すものの、視覚障害者の主観的幸福感と強み活用感が最も相関してい
たことを明らかにし、今後、視覚障害者の幸福感や生活の質を高めるための糸口に繋が
るという点で有意義な研究であると評価された。  
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